
一
人
一
人
が
災
害
へ
の
対
策
を

令和元年に発生した房総半島台風や東日本台風、10月25日の
大雨は、市内に大きな被害をもたらしました。全国的にもゲリ
ラ豪雨などの災害件数が増加している中、一人一人が災害への
認識を深め、防災対策を見直すことが必要になっています。

9
月
1
日
は
防
災
の
日

日
常
か
ら
の
備
え
を

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
迅
速
・
安
全
に
避
難
す

る
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
水
・
食
料
・
常
備
薬（
各
3
日
分
）、

懐
中
電
灯
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体

温
計
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
歩

き
や
す
い
靴
な
ど
を
備
え
る

◦
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
を
確
認
す
る

◦
家
族
と
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
の

方
法
や
集
合
場
所
を
話
し
合
う

◦
帰
宅
経
路
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
位
置
を

確
認
す
る

◦
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
く

親
戚
宅
な
ど
へ
の
避
難
も
検
討

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

指
定
の
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
安
全
な

場
所
に
住
ん
で
い
る
親
戚
や
友
人
宅
な

ど
へ
の
避
難
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

自
宅
の
災
害
リ
ス
ク
を
確
認

　
自
宅
が
災
害
危
険
区
域
に
当
た
る
か

ど
う
か
を
、
な
り
た
地
図
情
報（https: 

//w
w
w
2.w
agm
ap.jp/narita

）に

あ
る
防
災
マ
ッ
プ
な

ど
で
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
下
記
の

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

避
難
所
の
場
所
と
種
類

　
市
が
指
定
す
る
避
難
先
に
は
「
指
定

緊
急
避
難
場
所
」「
指
定
避
難
所
」「
早
期

開
設
避
難
所
」
の
3
つ
が
あ
り
ま
す
。

指
定
緊
急
避
難
場
所

　
災
害
の
危
険
か
ら
避
難
し
、
一
時
的

に
身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
場
所
で
、

主
に
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に

設
置
さ
れ
ま
す
。災
害
の
種
類
別（
洪
水
・

地
震
・
大
規
模
な
火
事
な
ど
）に
指
定

し
て
い
ま
す
。

指
定
避
難
所

　
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
ま
で
避

難
す
る
場
合
や
、
自
宅
が
被
災
し
て
戻

れ
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
滞
在
す
る

た
め
の
施
設
で
、
主
に
小
中
学
校
の
体

育
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
対
象
に

な
る
の
は
次
の
よ
う
な
人
で
す
。

◦
災
害
で
住
居
を
失
っ
た
人

◦
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
に
よ
り
自
宅

で
の
生
活
が
著
し
く
困
難
な
人

◦
避
難
勧
告
に
よ
り
緊
急
避
難
の
必
要

が
あ
る
人

早
期
開
設
避
難
所

　
災
害
な
ど
の
警
戒
時
に
、
避
難
を
希

望
す
る
人
が
一
時
的
に
滞
在
す
る
施
設

と
し
て
、
地
区
ご
と
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

開
設
す
る
施
設
一
覧

◦
成
田
地
区
…
成
田
小
学
校

◦
公
津
地
区
…
公
津
小
学
校

◦
八
生
地
区
…
八
生
小
学
校

◦
中
郷
地
区
…
中
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館

◦
久
住
地
区
…
久
住
体
育
館

◦
豊
住
地
区
…
豊
住
ふ
れ
あ
い
健
康
館

◦
遠
山
地
区
…
三
里
塚
小
学
校

◦
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
…
中
央
公
民
館

◦
下
総
地
区
…
下
総
み
ど
り
学
園

◦
大
栄
地
区
…
大
栄
公
民
館

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

　
災
害
発
生
直
後
は
、
公
的
機
関
の
対

応（
公
助
）に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る（
自
助
）と
い
う

考
え
方
に
加
え
、
地
域
住
民
同
士
で
防

災
活
動
に
取
り
組
む（
共
助
）こ
と
に

よ
っ
て
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
市
で
は
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
自

分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
る

「
自
主
防
災
組
織
」
の
結
成
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

暴風による倒木で電線が切断（房総半島台風）
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現
在
、
市
内
で
は
、
区
・
自
治
会
・

町
内
会
な
ど
を
単
位
と
し
た
1
3
3
の

自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
日
頃
か

ら
避
難
訓
練
や
救
出
訓
練
な
ど
の
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
結

成
し
て
い
な
い
自
治
会
な
ど
は
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
避
難
行
動

震
災

　
地
震
発
生
時
に
は
次
の
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

◦
家
具
類
か
ら
離
れ
た
り
、
机
の
下
に

隠
れ
た
り
し
て
身
を
守
る

◦
激
し
い
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
台
所

や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
元
を
確
認
す

る
。
避
難
す
る
と
き
は
、
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
り
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
じ

る
◦
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
が
安
全
な
場

合
は
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
る

◦
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
家
族

の
安
否
を
確
か
め
る

◦
交
通
・
被
害
情
報
な
ど
を
入
手
す
る

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
公

共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を

始
め
る
と
、
火
災
や
落
下
物
な
ど
に
よ

り
負
傷
す
る
危
険
が
あ
る
ほ
か
、
救
助
・

救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
、
む
や
み
に

移
動
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害

　
崖
崩
れ
に
よ
る
土
砂
は
、
斜
面
の
高

さ
の
2
倍
ま
た
は
50
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

距
離
ま
で
届
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
前
兆
を
発
見
し
た
ら
、

崖
か
ら
離
れ
、
危
機
管
理
課（
☎
20
‐
1� 

5
2�

3
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
る

◦
小
石
が
斜
面
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る

◦
斜
面
か
ら
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

◦
普
段
澄
ん
で
い
る
湧
き
水
が
濁
る

◦
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

　
県
と
気
象
庁
で
は
、
大
雨
で
土
砂
災

害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
場
合
に
、
土

砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

特
に
崖
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
直
ち
に
避

難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

浸
水
害

　
浸
水
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
急

な
雨
や
浸
水
、
夜
間
で
避
難
す
る
こ
と

が
危
険
な
場
合
に
は
、
自
宅
の
2
階
な

ど
の
高
い
と
こ
ろ
へ
緊
急
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

災
害
時
の
情
報
収
集

　
市
で
は
、
防
災
・
災
害
に
関
す
る
情

報
を
次
の
方
法
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

　
防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
市

内
1
4
9
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
は
、
気
象
条
件
や
生

活
環
境
な
ど
に
よ
り
聞
き
取
り
に
く
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
聞
き
逃
し
た

と
き
は
、
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス（
1
0
1
2
0
‐
38
‐
3
8
9
8
）

や
、
防
災
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー（https:// 

tw
itter.com

/bousai_narita

）で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
外
出
先
な
ど
で
も
情
報
を
入
手
で
き
、

重
要
な
情
報
の
見
逃
し
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

配
信
さ
れ
る
情
報（
選
択
可
）＝
防
災
情

報
、
大
気
に
関
す
る
情
報
、
消
防
情

報
、
防
犯
・
安
全
情
報
、
防
災
行
政

無
線
の
配
信
内
容

登
録
方
法

　
下
記
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
「
な
り
た

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
」
登
録
用
ア
ド
レ

ス（info-n@
sg-m

.
jp

）に
直
接
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
返

信
さ
れ
る
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
、
迷

惑
メ
ー
ル
対
策
の
設
定
が
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。「sg-m

.jp
」
ド

メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
よ

う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

　水害・土砂災害などの危険が
ある場所にいる高齢者や障がい
のある人、乳幼児などとその支
援者は避難を開始する。そのほ
かの人は避難準備を行う。

　すでに市内で洪水などの水害
が発生しているため、命を守る
最善の行動を取る。

警戒レベルを確認して
　水害・土砂災害時に皆さんが適切な行動を取れるよう、防災行政無線などで配信する防災情報は5段階の警戒レベ
ルで発令されます。警戒レベル3以上が発令されたら、対象の地域に住んでいる人は避難行動を開始しましょう。

警戒レベル 3 警戒レベル 4 警戒レベル 5
　水害・土砂災害などの危険が
ある場所にいる全員が避難所な
どの安全な場所に避難する。移
動が危険な場合は自宅の上階な
どのより安全な場所へ避難する。
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